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は
じ
め
に
　
　

　
二
〇
一
八
年
二
月
三
日
。
午
前
一
〇
時
〇
〇
分
、
Ｊ
Ｒ
大
阪
環
状

線
大
正
駅
改
札
前
で
集
合
し
た
三
四
名
の
参
加
者
は
、
ま
ず
市
営
バ

ス
で
大
正
区
役
所
前
へ
移
動
し
た
。
一
〇
時
二
〇
分
、
区
役
所
前
広

場
で
こ
の
日
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
企
画
「
記
録
・
痕
跡
・
記
憶
」

に
つ
い
て
趣
旨
説
明
が
行
わ
れ
る
。
事
前
に
「
大
阪
港
湾
地
域
の
歴

史
と
記
憶
を
探
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」
と
だ
け
伝
え
ら
れ
て
い
た

参
加
者
は
、
こ
の
時
よ
う
や
く
企
画
の
概
要
を
知
る
こ
と
に
な
る
。

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
目
的
は
、「
記
録
を
手
が
か
り
に
、
過
去
の

痕
跡
を
現
在
の
風
景
の
中
に
探
り
、
新
し
い
記
憶
の
か
た
ち
を
つ
く

り
だ
す
」
こ
と
。
一
〇
時
三
〇
分
、
町
の
景
色
の
な
か
に
「
過
去
の

痕
跡
」
を
見
つ
け
て
写
真
撮
影
す
る
と
い
う
漠
然
と
し
た
課
題
の
み

を
与
え
ら
れ
、
三
〇
名
超
の
一
団
は
最
初
の
目
的
地
に
向
け
て
歩
き

出
し
た
（
１
）

。

　
一
〇
時
五
〇
分
。
参
加
者
は
住
宅
街
か
ら
団
地
を
通
り
抜
け
て

公
園
に
入
り
、
最
初
の
目
的
地
に
到
着
し
た
。
こ
こ
で
参
加
者
に

は
記
録
史
料
が
配
付
さ
れ
、
こ
の
地
区
の
歴
史
が
説
明
さ
れ
た
。

　　
歴
史
・
記
録
・
記
憶
―
歴
史
実
践
と
路
上
の
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
　

　
　
　

牧
　
田
　
義
　
也

キ
ー
ワ
ー
ド

　
歴
史
的
探
究
　
不
在
の
痕
跡
　
現
実
認
識
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一
九
六
八
年
七
月
一
五
日
付『
朝
日
新
聞
』記
事
が
紹
介
さ
れ
る
。「
大

阪
市
の
南
西
部
、
大
正
区
の
片
す
み
に
“
沖
縄
ス
ラ
ム
”
と
よ
ば
れ

る
一
角
が
あ
る
。
ジ
メ
ジ
メ
し
た
湿
地
帯
の
上
に
ひ
し
め
く
バ
ラ
ッ

ク
。
そ
こ
に
約
一
五
〇
〇
人
の
人
た
ち
が
肩
を
寄
せ
合
っ
て
生
き
て

い
る
」。
五
〇
年
前
の
記
事
は
「
ク
ブ
ン
グ
ヮ
ー
」
と
呼
ば
れ
た
同

地
区
の
写
真
と
と
も
に
、
次
の
よ
う
に
問
い
か
け
る
。「
日
本
の
敗

戦
か
ら
二
三
年
。
本
土
の
独
立
後
も
占
領
が
続
き
、
祖
国
か
ら
引
き

さ
か
れ
た
ま
ま
に
放
置
さ
れ
て
き
た
沖
縄
。
九
〇
万
の
住
民
に
と
っ

て
、
祖
国
復
帰
は
悲
願
で
あ
り
、
国
民
全
体
の
思
い
も
、
ま
た
同
じ

で
あ
る
。
し
か
し
、
故
郷
を
離
れ
、
一
足
先
に
祖
国
へ
帰
っ
て
き
た

人
た
ち
の
安
住
で
き
る
土
地
が
、
ス
ラ
ム
の
中
に
し
か
な
い
と
し
た

ら
…
…
。
そ
の
実
態
は
、
本
土
と
沖
縄
の
間
に
横
た
わ
る
、
深
い
亀

裂
を
象
徴
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
（
２
）

」。

　
一
一
時
〇
五
分
。
参
加
者
に
よ
る
討
論
。
記
録
史
料
の
配
付
と
説

明
は
、参
加
者
の
現
実
認
識
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
く
。
漠
然
と「
過

去
の
痕
跡
」
を
探
し
て
き
た
参
加
者
の
意
識
に
、
記
録
史
料
は
「
沖

縄
」
と
い
う
楔
を
打
ち
込
ん
だ
。
す
る
と
、
そ
れ
ま
で
気
に
も
留
め

な
か
っ
た
何
の
変
哲
も
な
い
町
の
風
景
の
細
部
が
、「
沖
縄
ス
ラ
ム
」

の
痕
跡
を
示
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
途
中

で
通
過
し
た
築
五
〇
年
近
い
市
営
住
宅
の
古
ぼ
け
た
外
観
は
、
か
つ

て
の
「
近
代
的
ス
ラ
ム
路
地
裏
長
屋
（
３
）
」
を
想
起
さ
せ
、
大
正
内
港
沿

い
に
整
備
さ
れ
た
公
園
施
設
の
存
在
そ
の
も
の
が
、
ス
ラ
ム
ク
リ
ア

ラ
ン
ス
の
痕
跡
の
よ
う
に
見
え
て
く
る
。
無
論
こ
う
し
た
連
想
に
客

観
的
な
裏
づ
け
は
な
い
。
重
要
な
の
は
、
過
去
に
関
す
る
記
録
史
料

が
現
在
の
知
覚
を
変
容
さ
せ
る
契
機
と
な
っ
た
こ
と
自
体
で
あ
る
。

過
去
の
記
録
が
喚
起
す
る
イ
メ
ー
ジ
が
、現
在
の
知
覚
に
浸
潤
す
る
。

こ
の
と
き
参
加
者
の
現
実
認
識
に
何
が
起
き
た
の
か
。
本
稿
は
こ
の

問
い
を
出
発
点
と
し
て
、
当
該
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
経
過
を
辿
り

つ
つ
、
歴
史
・
記
録
・
記
憶
を
め
ぐ
る
実
践
の
方
法
と
可
能
性
に
つ

い
て
考
察
す
る
。

一
　
物
語
の
論
理
・
探
究
の
論
理

　
本
稿
が
主
題
と
す
る
歴
史
と
現
実
認
識
の
関
係
性
に
つ
い
て
、
言

語
論
的
転
回
以
降
の
歴
史
理
論
は
抜
本
的
な
問
い
直
し
を
遂
行
し
て

き
た
。
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
シ
ュ
ピ
ー
ゲ
ル
に
よ
れ
ば
、
言
語
論
的
転

回( linguistic turn)

と
は
、
言
語
こ
そ
が
「
人
間
の
意
識
を
構
成

す
る
作
用
因
子
」
で
あ
り
、
言
語
を
通
じ
て
「
意
味
の
社
会
的
な
生

成
」
が
行
わ
れ
、「
世
界
に
つ
い
て
の
我
々
の
理
解
は
、
現
在
・
過

去
と
も
に
、
言
語
に
よ
っ
て
予
め
コ
ー
ド
化
さ
れ
た
知
覚
の
レ
ン

ズ
を
通
し
て
の
み
出
て
く
る
」
と
い
う
思
想
潮
流
の
台
頭
を
指
す
（
４
）

。

一
九
六
〇
年
代
半
ば
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ロ
ー
テ
ィ
の
編
著
を
通
じ
て

人
口
に
膾
炙
し
た
こ
の
用
語
は
、
言
語
が
人
間
の
現
実
認
識
を
構
成

す
る
こ
と
を
示
唆
し
、
外
的
実
在
を
反
映
・
伝
達
す
る
単
な
る
媒
体
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歴
史
・
記
録
・
記
憶
―
歴
史
実
践
と
路
上
の
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
（
牧
田
）

と
し
て
言
語
を
捉
え
て
き
た
旧
来
の
実
証
主
義
史
学
に
対
す
る
異
議

申
し
立
て
と
な
っ
た
（
５
）
。

　
言
語
論
的
転
回
の
歴
史
理
論
に
お
い
て
、
歴
史
叙
述
と
は
言
語
的

に
構
成
さ
れ
た
過
去
に
関
す
る
現
実
認
識
の
一
類
型
で
あ
る
。
歴
史

叙
述
の
言
語
的
構
築
性
を
強
調
す
る
フ
ラ
ン
ク
・
ア
ン
カ
ー
シ
ュ

ミ
ッ
ト
は
、歴
史
叙
述
と
実
在
的
過
去
の
照
応
可
能
性
を
否
定
す
る
。

歴
史
叙
述
の
「
指
示
対
象
と
な
る[

外
在
的
な]

過
去
」
と
は
「
認

識
論
的
に
無
益
な
概
念
で
あ
る
」。
過
去
と
は
歴
史
叙
述
を
通
じ
て

生
成
さ
れ
る
言
語
的
構
築
物
で
あ
り
、
歴
史
叙
述
の
外
部
で
実
在
的

過
去
を
認
識
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
（
６
）
。
歴
史
叙
述
の
テ
ク
ス
ト
外
に

お
け
る
実
在
的
過
去
の
認
識
不
可
能
性
と
い
う
主
張
は
、
必
然
的
に

テ
ク
ス
ト
内
の
言
説
構
造
の
分
析
へ
と
研
究
者
を
向
か
わ
せ
た
。
ヘ

イ
ド
ン
・
ホ
ワ
イ
ト
は
、
歴
史
叙
述
を
「
物
語
的
な
散
文
体
の
言
説

と
い
う
形
式
を
も
っ
た
言
語
構
造
」
と
規
定
し
た
上
で
、
歴
史
叙
述

の
言
説
構
造
を
修
辞
学
的
な
視
点
で
分
析
し
、
プ
ロ
ッ
ト
と
し
て
類

型
化
し
た
（
７
）

。
ホ
ワ
イ
ト
は
歴
史
を
物
語
と
し
て
捉
え
、「
物
語
の
プ

ロ
ッ
ト
に
お
け
る
要
素
と
い
う
属
性
」
を
も
つ
事
象
の
み
が
「
歴
史

的
出
来
事
」
と
し
て
叙
述
に
組
み
込
ま
れ
る
と
主
張
し
、
歴
史
＝
物

語
論
の
地
平
を
切
り
拓
い
た
（
８
）

。
近
年
で
は
、
歴
史
叙
述
を
言
語
構
造

に
還
元
し
て
分
析
す
る
極
端
な
言
語
決
定
論
か
ら
距
離
を
と
り
、
歴

史
叙
述
の
対
象
と
な
る
人
間
の
自
己
や
主
体
性
、
経
験
や
実
践
を
描

出
し
よ
う
と
す
る
ポ
ス
ト
言
語
論
的
転
回
の
試
み
も
生
ま
れ
て
い

る
（
９
）
。
た
だ
し
、
言
語
論
的
転
回
が
提
起
し
た
歴
史
叙
述
と
過
去
を
め

ぐ
る
認
識
論
上
の
問
題
が
消
失
し
た
わ
け
で
は
な
い
。

　
ホ
ワ
イ
ト
に
代
表
さ
れ
る
歴
史
＝
物
語
論
は
、
認
識
論
的
観
点
か

ら
実
在
的
過
去
の
客
観
的
な
叙
述
可
能
性
を
否
定
し
、
歴
史
叙
述
を

物
語
の
プ
ロ
ッ
ト
に
依
存
す
る
相
対
的
な
表
象
と
し
て
理
解
し
た
。

「
歴
史
的
現
象
の
あ
ら
ゆ
る
表
象
に
は
抹
消
不
可
能
な
相
対
性
が
あ

る（
（1
（

」。
こ
れ
に
対
し
て
カ
ル
ロ
・
ギ
ン
ズ
ブ
ル
グ
は
、
こ
う
し
た
歴

史
＝
物
語
論
を
極
端
な
懐
疑
主
義
と
捉
え
、そ
の
歴
史
表
象
論
を「
歴

史
的
か
つ
論
理
的
に
支
持
で
き
な
い
」
相
対
主
義
と
し
て
批
判
す

る（
（1
（

。
歴
史
叙
述
を
過
去
の
現
実
か
ら
乖
離
し
た
表
象
の
問
題
に
還
元

す
る
歴
史
＝
物
語
論
は
、「
歴
史
の
語
り
と
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
語
り

と
の
区
別
を
根
本
的
に
無
効
化
し
て
し
ま
っ
た（
（1
（

」。
し
か
し
、
歴
史

の
語
り
は
記
録
史
料
に
依
拠
す
る
。
当
然
の
こ
と
だ
が
、
記
録
史
料

は
歴
史
叙
述
に
先
立
っ
て
作
成
さ
れ
、
物
語
の
プ
ロ
ッ
ト
に
組
み
込

ま
れ
る
以
前
に
、
特
定
の
歴
史
的
文
脈
の
中
で
固
有
の
意
味
を
予
め

付
与
さ
れ
て
い
る
。
記
録
史
料
の
意
味
は
物
語
内
の
言
説
構
造
だ
け

で
決
定
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
史
料
の
指
示
対
象
で
あ
る
物
語
外
の

現
実
に
も
規
定
さ
れ
る
の
で
あ
る（
（1
（

。
ギ
ン
ズ
ブ
ル
グ
に
よ
れ
ば
、
こ

う
し
て
物
語
と
現
実
を
連
絡
し
て
歴
史
叙
述
を
成
立
さ
せ
る
記
録
史

料
と
は
、
実
証
主
義
者
が
信
じ
る
よ
う
な
現
実
を
あ
り
の
ま
ま
伝
え

る
「
開
か
れ
た
窓
」
で
も
な
け
れ
ば
、
歴
史
＝
物
語
論
者
が
主
張
す

る
よ
う
な
物
語
と
現
実
を
隔
て
る
「
壁
」
で
も
な
く
、
特
定
の
コ
ー



－  150  －－  151  －

史
苑
（
第
七
九
巻
第
二
号
）

ド
に
準
拠
し
た
「
歪
ん
だ
ガ
ラ
ス
」
で
あ
る（
（1
（

。
歴
史
家
は
個
々
の
記

録
史
料
が
も
つ
「
歪
み
」
に
対
し
て
徹
底
し
た
史
料
批
判
を
行
う
こ

と
で
、「
ガ
ラ
ス
」
の
奥
に
過
去
を
見
透
そ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
ギ
ン
ズ
ブ
ル
グ
は
歴
史
叙
述
の
基
盤
と
な
る
記
録
史
料
に
焦
点
を

当
て
つ
つ
、
歴
史
家
の
営
為
を
「
裁
判
官
」
と
の
類
比
に
よ
っ
て
精

緻
化
し
、
推
論
を
通
じ
た
過
去
の
探
究
可
能
性
に
つ
い
て
考
察
す

る
。
歴
史
家
の
主
体
的
実
践
に
お
い
て
、
記
録
史
料
と
は
過
去
の
現

実
を
立
証
す
る
た
め
の
証
拠( evidence)

で
あ
る
。
そ
し
て
、
証

拠
に
基
づ
い
て
過
去
の
現
実
を
立
証
す
る
点
で
、
歴
史
家
と
裁
判
官

は
類
似
す
る
。
両
者
は
と
も
に
、
歴
史
的
出
来
事
な
い
し
法
律
行
為

の
主
要
行
為
者
Ｘ
が
、
な
ん
ら
か
の
行
為
Ｙ
を
為
し
た
こ
と
を
、
証

拠
に
基
づ
い
て
立
証
す
る（
（1
（

。
た
だ
し
、
歴
史
家
と
裁
判
官
は
、
証

拠
の
蓋
然
性
に
対
し
て
異
な
る
判
断
を
示
す
。
裁
判
官
が
確
実
性

( certainty)

を
基
準
に
記
録
史
料
の
証
拠
採
用
を
行
う
の
に
対
し

て
、
歴
史
家
は
蓋
然
性( probability)

を
基
準
と
し
て
、
記
録
史

料
の
特
殊
な
記
述
を
周
辺
的
文
脈
と
照
合
す
る
こ
と
で
証
拠
採
用
す

る（
（1
（

。
こ
の
よ
う
に
必
ず
し
も
確
定
的
で
は
な
い
証
拠
の
集
積
・
照
合

を
通
じ
て
過
去
の
現
実
を
探
究
す
る
歴
史
家
の
手
法
を
、
ギ
ン
ズ
ブ

ル
グ
は
推
論
的
パ
ラ
ダ
イ
ム( conjectural paradigm

)

と
呼
ぶ
。

断
片
的
な
証
拠
を
手
掛
か
り
に
推
論
を
進
め
、
過
去
の
現
実
に
迫
ろ

う
と
す
る
歴
史
家
の
技
芸
は
、
山
中
に
残
さ
れ
た
足
跡
を
頼
り
に
獲

物
を
追
う
狩
人
や
、些
細
な
症
候
を
見
逃
さ
ず
に
診
断
を
下
す
医
師
、

あ
る
い
は
僅
か
な
筆
致
の
違
い
か
ら
作
者
を
特
定
す
る
絵
画
鑑
定
士

の
仕
事
等
に
比
せ
ら
れ
る（
（1
（

。
歴
史
家
に
と
っ
て
記
録
史
料
と
は
、
物

語
の
構
成
要
素
で
あ
る
以
前
に
推
論
の
基
盤
と
な
る
過
去
の
痕
跡
で

あ
り
、
痕
跡
の
確
保( Spurensicherung)

（
（1
（

は
過
去
の
現
実
を
探

究
す
る
た
め
の
要
件
な
の
で
あ
る
。

　
言
語
に
よ
る
過
去
の
表
象
可
能
性
を
問
う
歴
史
＝
物
語
論
に
対
し

て
、
ギ
ン
ズ
ブ
ル
グ
は
歴
史
研
究
の
実
践
的
営
為
に
焦
点
を
移
行

し
、
歴
史
家
に
よ
る
過
去
の
探
究
可
能
性
を
問
う
。
ま
た
、
歴
史
＝

物
語
論
が
歴
史
叙
述
を
所
与
の
テ
ク
ス
ト
と
し
て
分
析
す
る
の
に
対

し
て
、
ギ
ン
ズ
ブ
ル
グ
は
過
去
の
現
実
を
探
究
す
る
歴
史
家
に
よ
っ

て
テ
ク
ス
ト
が
生
成
さ
れ
る
局
面
に
着
目
す
る
。
た
だ
し
、
対
立

的
に
捉
え
ら
れ
が
ち
な
両
者
の
関
係
は
、
本
来
的
に
は
相
互
補
完

的
で
あ
り
え
る
。
歴
史( history)

と
い
う
言
葉
の
語
源( ἱστορία, 

historia)

に
は
、「
物
語
」
と
「
探
究
」
と
い
う
両
義
性
が
あ
る（
（1
（

。

歴
史
＝
物
語
論
の
分
析
的
な
「
物
語
の
論
理
」
と
、
ギ
ン
ズ
ブ
ル
グ

が
提
起
す
る
実
践
的
な
「
探
究
の
論
理
」
は
、
歴
史
叙
述
の
構
造
と

生
成
と
い
う
異
な
る
位
相
に
対
し
て
別
の
角
度
か
ら
光
を
当
て
る
試

み
と
し
て
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

二
　
痕
跡
の
不
在
・
不
在
の
痕
跡

　
歴
史
的
探
究
の
要
件
と
な
る
痕
跡( trace)

と
い
う
概
念
は
、
大
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阪
港
湾
地
域
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
生
じ
た
出
来
事
を
理
解
す
る

上
で
重
要
な
手
が
か
り
と
な
る
。
一
九
一
〇
年
代
以
降
、
大
阪
市
で

は
沖
縄
出
身
者
の
流
入
が
続
き
、
同
郷
集
団
を
基
盤
と
し
た
沖
縄
人

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
市
内
各
所
で
形
成
さ
れ
た（
（2
（

。
最
大
の
集
住
地
区
で

あ
っ
た
現
大
正
区
北
恩
加
島
地
区
に
は
一
九
三
五
年
時
点
で
八
五
〇

余
戸
・
六
、五
〇
〇
余
人
が
居
住
し
、
そ
の
多
く
が
近
傍
の
紡
績
工

場
、
鉄
工
所
、
製
材
所
、
煉
瓦
工
場
等
で
職
工
・
鉄
工
と
し
て
就
労

し
た（
（2
（

。
大
阪
市
民
生
局
報
告
書
（
一
九
六
五
年
）
に
よ
れ
ば
、
北
恩

加
島
及
び
隣
接
す
る
小
林
地
区
は
「
不
良
住
宅
密
集
地
域
」
で
あ
り
、

「
全
体
と
し
て
周
囲
の
一
般
地
区
と
は
非
常
に
異
つ
た
特
有
の
社
会

的
雰
囲
気
」
を
帯
び
た（
（2
（

。
同
地
区
は
「
現
金
の
持
ち
合
わ
せ
の
な
い

下
層
階
級
の
人
々
や
、
農
村
、
地
方
、
沖
縄
な
ど
よ
り
の
流
入
者
」

で
溢
れ
た
が
、
生
活
環
境
は
「
湿
地
帯
が
ゴ
ミ
や
お
か
く
ず
で
固
め

ら
れ
て
い
る
た
め
、
歩
い
て
も
土
地
が
ブ
ヨ
ブ
ヨ
と
し
た
感
じ
で
雨

が
降
れ
ば
ス
ラ
ム
地
区
内
の
露
地
は
水
び
た
し
と
な
り
、
数
日
間
も

ど
ろ
泥
状
態
が
続
く
」
劣
悪
な
衛
生
状
態
で
あ
っ
た（
（2
（

。
し
か
し
、
戦

災
復
興
土
地
区
画
整
理
事
業
を
嚆
矢
と
し
て
、
そ
の
後
二
〇
世
紀
中

庸
を
通
じ
て
継
続
的
に
実
施
さ
れ
た
区
画
整
理
・
住
宅
改
良
事
業
に

よ
っ
て
、
大
正
区
で
は
市
営
住
宅
・
改
良
住
宅
の
建
設
着
工
が
相
次

ぎ
、「
不
良
住
宅
」
は
徐
々
に
減
少
し
て
い
っ
た（
（2
（

。
特
に
一
九
六
九

年
後
半
に
相
次
い
だ
大
火
災
は
行
政
の
住
宅
改
良
事
業
を
後
押
し

し
、
同
年
一
二
月
一
一
日
、
大
阪
市
は
小
林
地
区
の
沖
縄
人
集
住
地

帯
に
つ
い
て
「
鉄
筋
五
階
建
住
宅
一
五
〇
戸
の
建
設
に
着
工
す
る
の

を
手
は
じ
め
に
、
四
カ
年
で
改
良
計
画
を
進
め
る
」
こ
と
を
発
表
し

た（
（2
（

。
一
九
七
〇
年
に
は
「
不
良
住
宅
」
が
沿
岸
に
密
集
し
た
大
正
運

河
自
体
が
埋
め
立
て
ら
れ
た
一
方
で
、
翌
年
に
は
旧
運
河
沿
い
で
公

園
住
区
方
式
に
よ
る
高
層
住
宅
の
建
設
を
進
め
る
「
千
島
公
園
住
区

計
画
」
が
発
表
さ
れ
、面
開
発
事
業
に
よ
る
「
不
良
住
宅
密
集
地
域
」

の
一
掃
が
図
ら
れ
た（
（2
（

。
近
隣
の
平
尾
町
へ
の
住
民
の
移
住
も
進
み（
（2
（

、

「
ク
ブ
ン
グ
ヮ
ー
」
の
痕
跡
は
外
形
上
、
完
全
に
消
失
し
た
よ
う
に

み
え
る
。

　
大
阪
港
湾
地
域
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
参
加
者
が
ま
ず
直
面
し

た
の
は
、
以
上
の
よ
う
な
歴
史
的
経
緯
を
背
景
と
し
た
現
在
の
知
覚

に
お
け
る
「
痕
跡
の
不
在
」
で
あ
っ
た
。
か
つ
て
「
ク
ブ
ン
グ
ヮ
ー
」

が
存
在
し
た
こ
と
を
指
し
示
す
直
接
的
・
間
接
的
な
痕
跡
は
、
区
画

整
理
・
住
宅
改
良
事
業
の
結
果
、
現
在
の
知
覚
可
能
な
空
間
か
ら
物

理
的
に
消
去
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。記
録
史
料
の
配
布
と
そ
の
説
明
は
、

現
在
の
知
覚
に
と
っ
て
元
来
存
在
し
な
か
っ
た
謂
わ
ば
「
不
在
の
痕

跡
」
を
、知
覚
の
埒
外
か
ら
挿
入
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
か
つ
て
・

そ
こ
に
存
在
し
た
痕
跡
を
、
い
ま
・
こ
こ
で
見
出
す
こ
と
が
で
き
な

い
。
痕
跡
の
確
保
を
要
件
と
す
る
歴
史
的
探
究
に
と
っ
て
、
痕
跡
の

不
在
・
不
在
の
痕
跡
は
何
を
意
味
す
る
の
か
。

　
現
在
の
知
覚
と
過
去
の
痕
跡
の
関
係
を
考
え
る
上
で
、
チ
ャ
ー
ル

ズ
・
Ｓ
・
パ
ー
ス
の
記
号
分
類
は
鍵
と
な
る
示
唆
を
与
え
る
。
パ
ー
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史
苑
（
第
七
九
巻
第
二
号
）

ス
に
よ
れ
ば
、
記
号( sign)

は
表
意
す
る
対
象
と
の
関
係
の
仕
方

か
ら
、類
似
記
号( icon)

・
指
標
記
号( index)

・
象
徴
記
号( sym

bol)

の
三
種
類
に
分
類
さ
れ
る
。
類
似
記
号
が
性
質
の
類
似
に
基
づ
い
て

対
象
を
表
意
す
る
の
に
対
し
て
、
指
標
記
号
は
主
に
対
象
と
の
現
実

的
な
結
合
に
よ
っ
て
そ
の
対
象
を
表
意
す
る
。
象
徴
記
号
は
解
釈
を

規
定
す
る
規
則
・
法
則
と
し
て
対
象
を
表
意
す
る（
（2
（

。
こ
れ
ら
三
種
類

の
記
号
の
う
ち
、
現
在
の
知
覚
に
お
け
る
過
去
の
痕
跡
は
、
第
一
義

的
に
は
指
標
記
号
の
対
象
と
な
る
。
指
標
記
号
の
対
象
と
な
る
痕
跡

に
つ
い
て
、
パ
ー
ス
は
「
弾
丸
の
穴
が
あ
る
土
」
と
い
う
例
を
挙
げ

る
。「
た
と
え
ば
、
発
砲
の
痕
跡
と
し
て
弾
丸
の
穴
が
あ
る
土
が
そ

う
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
も
し
発
砲
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
そ
こ

に
穴
も
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
ら
」。
こ
の
場
合
、「
弾
丸
の
穴
が
あ
る

土
」
と
い
う
観
念
は
、
実
際
に
穴
が
あ
い
た
土
と
い
う
対
象
＝
痕
跡

と
結
び
つ
い
て
、
過
去
に
そ
こ
で
起
き
た
「
発
砲
」
と
い
う
出
来
事

を
示
す
指
標
記
号
と
な
る
。
た
だ
し
、
対
象
と
の
現
実
的
な
結
合
を

前
提
と
す
る
指
標
記
号
は
、「
対
象
が
除
去
さ
れ
る
と
直
ち
に
そ
れ

を
記
号
に
し
て
い
る
特
性
を
喪
失
」
し
て
し
ま
う
。
穴
が
あ
い
た
土

が
物
理
的
に
除
去
さ
れ
た
場
合
、
も
は
や
発
砲
の
事
実
を
現
在
の
知

覚
を
通
じ
て
立
証
す
る
こ
と
は
不
可
能
に
な
る（
（2
（

。
同
様
に
「
ク
ブ
ン

グ
ヮ
ー
」
の
痕
跡
抹
消
が
例
示
す
る
の
は
、
知
覚
可
能
な
痕
跡
の
不

在
が
指
標
記
号
の
喪
失
に
帰
結
し
、
過
去
の
直
示
的
な
把
捉
が
困
難

に
陥
っ
た
状
況
で
あ
る
。

　
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
中
に
配
布
・
説
明
さ
れ
た
「
ク
ブ
ン
グ
ヮ
ー
」

の
記
録
史
料
は
、
現
在
知
覚
さ
れ
る
町
の
風
景
に
対
し
て
質
的
類
似

性
も
現
実
的
結
合
も
有
さ
な
い
。
そ
れ
故
、
現
在
の
知
覚
に
お
い
て

記
録
史
料
は
類
似
記
号
あ
る
い
は
指
標
記
号
と
し
て
機
能
し
え
な

い
。
こ
の
場
合
、
記
録
史
料
は
む
し
ろ
知
覚
の
埒
外
か
ら
、
象
徴
記

号
と
し
て
現
実
認
識
に
介
入
す
る
。
パ
ー
ス
に
よ
れ
ば
、
象
徴
記
号

は「
記
号
と
対
象
の
事
実
的
な
結
合
を
確
立
で
き
る
何
ら
か
の
作
用
」

が
な
く
て
も
、「
自
然
な
本
能
」「
知
性
の
働
き
」
あ
る
い
は
「
慣
習
」

に
基
づ
い
て
対
象
と
の
結
び
つ
き
を
実
現
す
る（
（3
（

。
ま
た
、
象
徴
記
号

が
表
意
す
る
個
別
的
な
対
象
は
、
解
釈
を
規
定
す
る
規
則
・
法
則
を

具
現
化( em

bodim
ent)

す
る（
（3
（

。
そ
し
て
、
象
徴
記
号
は
概
念
的
思

考
を
通
じ
て
、
そ
れ
自
体
を
対
象
と
し
て
新
た
な
象
徴
記
号
を
生
み

出
す（
（3
（

。
つ
ま
り
、「
ク
ブ
ン
グ
ヮ
ー
」
の
記
録
史
料
は
、
そ
れ
が
ま

さ
に
そ
の
場
所
と
関
係
す
る
真
正
な
記
録
と
し
て
歴
史
家
に
よ
っ
て

提
示
・
担
保
さ
れ
、
参
加
者
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
る
こ
と
で
、
現
在

知
覚
さ
れ
る
風
景
と
結
び
つ
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
記
録
史
料
は
現
在

の
風
景
に
対
す
る
解
釈
を
規
定
す
る
規
則
・
法
則
と
し
て
作
用
し
、

そ
の
結
果
た
と
え
ば
「
ク
ブ
ン
グ
ヮ
ー
」
の
痕
跡
の
不
在
自
体
が
、

ス
ラ
ム
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
と
い
う
出
来
事
を
具
現
化
す
る
痕
跡
と
し

て
、
逆
説
的
に
解
釈
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
、
記
録
史
料
か

ら
生
成
さ
れ
た
解
釈
は
別
の
解
釈
を
派
生
し
、
意
識
の
中
で
「
ク
ブ

ン
グ
ヮ
ー
」
に
関
す
る
「
継
起
的
な
解
釈
の
連
続（
（3
（

」
を
原
理
的
に
は
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無
限
に
生
み
出
し
て
い
く
。
こ
の
よ
う
に
記
録
史
料
が
「
不
在
の
痕

跡
」
の
役
割
を
担
う
と
き
、
そ
れ
は
知
覚
の
埒
外
か
ら
対
象
と
結
合

し
、
過
去
の
観
念
を
起
点
と
し
て
現
在
の
解
釈
を
変
容
さ
せ
る
こ
と

で
、
新
た
な
現
実
認
識
を
つ
く
り
出
す
契
機
と
な
る
の
で
あ
る
。

三
　
現
実
認
識
の
撹
乱
・
更
新
・
再
編

　
記
録
史
料
は
、
過
去
の
現
実
を
推
論
す
る
歴
史
的
探
究
の
要
件
で

あ
り
、
過
去
と
現
在
を
結
び
つ
け
る
こ
と
で
現
実
認
識
を
変
容
さ
せ

る
基
準
点
と
な
る
。
で
は
、
記
録
史
料
が
「
不
在
の
痕
跡
」
と
し
て

現
実
認
識
を
変
容
さ
せ
る
と
き
、
人
は
何
を
経
験
し
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
。
ま
ず
、
現
在
を
生
き
る
人
間
は
実
在
的
過
去
を
直
接
経
験
す

る
こ
と
は
で
き
な
い（
（3
（

。
ま
た
、
歴
史
的
探
究
は
過
去
の
事
象
を
直
接

観
測
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
探
究
は
断
片
的
な
証
拠
に
基
づ
く
推
論

と
い
う
形
式
を
取
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
一
方
で
、
ア
ン
リ
・
ベ
ル
ク

ソ
ン
に
よ
れ
ば
、
現
在
の
事
象
の
み
を
指
向
す
る
純
粋
知
覚
も
実
際

上
成
立
し
え
な
い
。
過
去
の
記
憶
を
完
全
に
排
除
し
て
現
在
の
外
的

対
象
に
局
限
さ
れ
た
純
粋
知
覚( perception pure)

と
は
、「
事

実
上
と
い
う
よ
り
権
利
上
存
在
す
る
」
仮
構
に
過
ぎ
な
い（
（3
（

。「
実
際

に
は
、
想
起( souvenirs)

が
染
み
込
ん
で
い
な
い
知
覚
は
存
在
し

な
い
」
の
で
あ
り
、
現
在
の
知
覚
で
得
ら
れ
た
感
覚
的
情
報
に
は
、

過
去
の
経
験
を
通
じ
て
蓄
積
さ
れ
た
情
報
の
断
片
が
不
断
に
混
入
し

て
い
く（
（3
（

。
ま
た
、「
純
粋
な
現
在
」
と
は
「
未
来
を
侵
食
す
る
過
去

の
捕
ら
え
が
た
い
進
行
」
で
あ
り
、
こ
の
未
来
と
過
去
の
不
分
明
な

境
界
を
一
定
の
持
続( durée)

と
し
て
延
伸
す
る
記
憶( m

ém
oire)

に
よ
っ
て
知
覚
は
可
能
に
な
る
。
そ
の
意
味
で
、「
す
べ
て
の
知
覚

は
す
で
に
記
憶
で
あ
る（
（3
（

」。
こ
う
し
て
過
去
か
ら
未
来
へ
と
継
起
す

る
知
覚
は
、
記
憶
を
通
じ
て
個
人
の
経
験
と
し
て
統
合
さ
れ
、
主
観

的
次
元
で
安
定
し
た
現
実
認
識
を
構
築
す
る
基
盤
と
な
る
。
こ
れ
に

対
し
て
記
録
史
料
は
、
経
験
の
外
部
か
ら
現
実
認
識
に
挿
入
さ
れ
、

個
人
的
記
憶
の
枠
外
か
ら
現
在
の
知
覚
に
影
響
を
及
ぼ
す
。
記
録
史

料
は
知
覚
可
能
な
対
象
か
ら
生
成
さ
れ
る
解
釈
を
特
定
の
方
向
へ
と

誘
導
し
、
個
人
の
主
観
的
次
元
で
安
定
し
て
い
た
現
実
認
識
に
対
し

て
、
一
定
の
強
制
力
を
伴
っ
た
外
的
な
力
と
し
て
変
容
を
迫
る
の
で

あ
る
。

　
記
録
史
料
は
謂
わ
ば
経
験
の
彼
岸
か
ら
他
者
と
し
て
到
来
し
、
自

己
の
経
験
に
閉
ざ
さ
れ
た
現
在
の
知
覚
を
特
権
化
す
る
こ
と
を
許
さ

な
い
。
そ
し
て
、
そ
れ
故
に
こ
そ
記
録
史
料
は
、
現
実
認
識
を
撹

乱
・
更
新
・
再
編
す
る
決
定
的
な
起
点
と
な
り
え
る
の
で
あ
る
。
午

前
一
一
時
四
〇
分
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
参
加
者
は
旧
大
正
運
河
沿

い
を
歩
い
て
小
林
地
区
を
通
過
し
、平
尾
本
通
商
店
街
に
到
着
す
る
。

こ
の
過
程
で
参
加
者
は
、「
沖
縄
」
の
明
示
的
な
痕
跡
を
多
数
発
見

す
る
。
大
阪
沖
縄
会
館
を
通
り
抜
け
、
住
宅
街
で
は
シ
ー
サ
ー
の
像

を
見
つ
け
、
商
店
街
で
は
沖
縄
物
産
を
目
に
す
る
。
た
だ
し
、
こ
の
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地
域
で
沖
縄
料
理
店
や
食
料
品
・
民
芸
品
店
等
の
沖
縄
関
連
店
舗
が

急
増
し
た
の
は
、
実
際
に
は
一
九
九
〇
年
代
半
ば
か
ら
二
〇
〇
〇
年

代
初
頭
の
「
沖
縄
ブ
ー
ム
」
以
降
で
あ
る
。
参
加
者
が
目
撃
し
た
顕

示
的
な
表
徴
は
む
し
ろ
「
伝
統
の
創
造
」
に
類
す
る（
（3
（

。
一
一
時
五
〇

分
、
こ
う
し
て
「
沖
縄
」
と
い
う
記
号
の
支
配
的
影
響
下
に
置
か
れ

た
参
加
者
に
対
し
て
、
新
た
な
記
録
史
料
が
配
布
・
説
明
さ
れ
る
。

配
布
さ
れ
た
の
は
「
内
鮮
要
覧
大
正
区
警
察
署
管
内
」
と
い
う
標
題

の
地
図
で
、一
九
四
三
年
前
後
の
同
区
内
「
朝
鮮
人
密
集
地
」
や
「
集

団
移
入
鮮
人
宿
舎
」
の
位
置
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
る（
（3
（

。
史
料
説
明

は
、
通
称
「
馬
小
屋
」
と
呼
ば
れ
た
旧
朝
鮮
人
密
集
地
の
付
近
で
行

わ
れ
た
。
一
九
三
〇
年
代
に
こ
の
「
馬
小
屋
」
で
幼
少
期
を
過
ご
し

た
崔
碩
義
は
、「
密
集
部
落
の
中
に
入
る
と
、
路
地
が
迷
路
の
よ
う

に
入
り
組
み
、
昼
で
も
薄
暗
か
っ
た
。
家
の
屋
根
は
主
に
ト
タ
ン
と

コ
ー
ル
タ
ー
ル
を
塗
っ
た
油
紙
を
使
っ
て
い
て
、
本
格
的
な
瓦
ぶ
き

屋
根
は
な
か
っ
た
」
と
回
顧
す
る（
（4
（

。
一
九
三
五
年
の
大
阪
市
社
会
部

労
働
課
の
報
告
書
に
よ
れ
ば
、「
朝
鮮
人
住
宅
の
多
く
は
腐
朽
頽
廃

を
極
め
た
不
良
住
宅
」
で
あ
り
、「
所
謂
家
な
ら
ぬ
『
家
』」
で
あ
っ

た（
（4
（

。
そ
し
て
、
こ
の
「
馬
小
屋
」
の
痕
跡
も
現
在
で
は
「
跡
形
も
留

め
ず
」
抹
消
さ
れ
て
い
る（
（4
（

。
そ
れ
ま
で
「
沖
縄
」
と
い
う
記
号
が
一

元
的
に
方
向
づ
け
て
い
た
参
加
者
の
現
実
認
識
は
、こ
の
よ
う
に「
朝

鮮
」
と
い
う
別
の
記
号
を
挿
入
さ
れ
る
こ
と
で
撹
乱
さ
れ
、
や
が
て

多
元
的
な
解
釈
の
複
合
に
よ
っ
て
新
た
な
現
実
認
識
へ
と
更
新
・
再

編
さ
れ
て
い
く
。

　
記
録
史
料
を
基
点
と
し
て
現
実
認
識
を
撹
乱
・
更
新
・
再
編
す
る

歴
史
的
探
究
は
、
痕
跡
を
抹
消
さ
れ
た
過
去
の
出
来
事
を
忘
却
の
淵

か
ら
引
き
上
げ
る
こ
と
で
、
共
同
体
の
支
配
的
な
集
合
的
記
憶
を
動

揺
さ
せ
る
。
午
後
一
二
時
二
〇
分
、
参
加
者
は
千
本
松
渡
船
場
か
ら

木
津
川
を
船
で
渡
り
、対
岸
の
住
之
江
区
北
加
賀
屋
地
区
に
入
っ
た
。

二
〇
世
紀
前
半
に
造
船
業
で
栄
え
た
同
地
区
で
は
近
年
、
文
化
芸
術

活
動
を
通
じ
た
地
域
活
性
化
の
動
き
が
加
速
し
て
い
る
。
二
〇
〇
四

年
に
名
村
造
船
所
大
阪
工
場
跡
地
で
開
始
さ
れ
た“N

AM
U

R
A 

ART M
EETIN

G
”

を
嚆
矢
と
し
て
、
二
〇
〇
九
年
に
は
工
場
施

設
跡
地
や
空
き
家
を
創
造
活
動
の
た
め
に
活
用
す
る
「
北
加
賀
屋
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
ビ
レ
ッ
ジ
構
想
」
が
提
唱
さ
れ
、
同
地
区
を
「
文

化
芸
術
が
集
積
す
る
創
造
拠
点
」
へ
と
変
貌
さ
せ
る
試
み
が
続
い

て
い
る（
（4
（

。
地
区
内
に
は
ウ
ォ
ー
ル
ア
ー
ト
が
点
在
し
、『
毎
日
新
聞
』

に
よ
れ
ば
「
休
日
に
は
『
イ
ン
ス
タ
映
え
』
を
狙
っ
て
散
策
す
る
若

い
女
性
ら
の
姿
も
増
え
て
い
る
」。
こ
う
し
て
「
壁
を
背
景
に
自
撮

り
を
し
て
『
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
』
に
投
稿
す
る
『
カ
ベ
ジ
ョ
（
壁

女
）』」（
（4
（

が
街
路
に
溢
れ
る
影
で
、
以
前
こ
の
地
区
に
溢
れ
て
い
た
港

湾
労
働
者
の
記
憶
は
徐
々
に
稀
薄
化
し
て
い
く
。
あ
る
造
船
所
職
員

は
、
か
つ
て
同
地
区
の
造
船
所
主
要
三
社
を
指
し
て
「
鬼
の
佐
野
安 

地
獄
の
名
村 

情
け
知
ら
ず
の
藤
永
田
」
と
呼
び
習
わ
し
た
こ
と
を

回
顧
し
、「
当
時
木
津
川
べ
り
に
あ
っ
た
川
筋
造
船
所
を
御
存
じ
の
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方
々
に
は
、
言
い
得
て
妙
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
方
が
多
い
の
か
も
知

れ
な
い
」
と
述
懐
す
る（
（4
（

。
し
か
し
、
当
時
を
「
御
存
じ
の
方
々
」
は

い
ま
や
少
な
い
。
そ
し
て
、
と
き
と
し
て
暴
力
的
な
港
湾
労
働
者
の

世
界
と
い
う
過
去
は
、「
カ
ベ
ジ
ョ
」
が
街
歩
き
を
す
る
現
在
と
鋭

い
対
照
を
な
す
と
と
も
に
、
地
域
の
民
間
企
業
・
行
政
・
非
営
利
団

体
が
謳
う
文
化
芸
術
の
創
造
拠
点
と
い
う
歴
史
＝
物
語
の
プ
ロ
ッ
ト

か
ら
逸
脱
す
る
。
歴
史
的
探
究
は
、
こ
の
よ
う
に
共
同
体
の
支
配
的

な
集
団
的
記
憶
か
ら
こ
ぼ
れ
落
ち
て
き
た
過
去
の
現
実
を
す
く
い
上

げ
、
地
域
の
自
己
意
識
へ
と
再
編
入
す
る
こ
と
で
、
歴
史
＝
物
語
の

プ
ロ
ッ
ト
を
書
き
換
え
る
こ
と
を
企
む
。

　
二
〇
世
紀
前
半
、
大
阪
港
湾
地
域
に
は
帝
国
日
本
の
植
民
地
統
治

と
連
動
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
労
働
者
が
流
入
し
た
。
木
津
川
筋
の
造

船
所
に
も
臨
時
工
や
下
請
職
工
が
各
地
か
ら
集
ま
り
、
こ
れ
ら
の
港

湾
労
働
者
に
は
朝
鮮
半
島
出
身
者
も
多
く
含
ま
れ
た
。
そ
し
て
、
ア

ジ
ア
太
平
洋
戦
争
中
に
は
連
合
国
軍
捕
虜
と
と
も
に
、
多
く
の
労
働

者
が
軍
需
工
場
の
工
員
と
し
て
徴
用
さ
れ
た
。
戦
時
中
、
藤
永
田
造

船
所
に
徴
用
さ
れ
た
小
野
十
三
郎
は
、
木
刀
を
携
え
た
監
視
者
に
引

率
さ
れ
て
作
業
に
赴
く
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
捕
虜
の
一
団
と
毎
朝
す

れ
違
っ
た
と
い
う
。
捕
虜
た
ち
は
「
身
な
り
は
み
す
ぼ
ら
し
く
、
髪

も
の
び
放
題
で
、
そ
の
上
み
な
栄
養
失
調
で
む
く
ん
だ
顔
を
し
て
い

た
。
揃
い
も
そ
ろ
っ
て
大
男
だ
け
に
、
そ
れ
が
か
え
っ
て
哀
れ
だ
っ

た（
（4
（

」。
同
造
船
所
で
労
務
部
訓
育
課
に
配
属
さ
れ
た
小
野
は
、
指
導

員
と
し
て
「
朝
鮮
徴
用
工
」
や
中
国
人
「
苦
力
」
を
監
督
し
た
が
、

脱
走
が
絶
え
な
か
っ
た
と
振
り
返
る（
（4
（

。
一
九
四
二
年
に
名
村
造
船
所

で
徴
用
さ
れ
た
朴
聖
沢
は
「
死
を
覚
悟
し
て
逃
げ
」、
埼
玉
県
吉
見

町
の
中
島
飛
行
機
地
下
工
場
に
流
れ
着
い
た
後
、
各
地
を
転
々
と
し

な
が
ら
日
雇
労
働
を
続
け
た
と
証
言
す
る（
（4
（

。
一
九
七
四
年
、
名
村
造

船
所
は
佐
賀
県
伊
万
里
市
に
新
工
場
を
建
設
し
、
木
津
川
筋
の
大
阪

工
場
は
一
九
七
九
年
に
閉
鎖
さ
れ
た
。

　
歴
史
的
探
究
は
、忘
却
の
淵
に
あ
る
過
去
の
現
実
を
呼
び
起
こ
し
、

現
在
の
現
実
認
識
に
介
入
す
る
こ
と
で
、
別
様
で
あ
り
え
る
未
来
へ

と
投
企
す
る
こ
と
を
含
意
す
る
。
二
〇
〇
七
年
、
名
村
造
船
所
大
阪

工
場
跡
地
は
経
済
産
業
省
の
「
近
代
化
産
業
遺
産
群
33
」
に
選
定

さ
れ
、
現
在
は
「〈
廃
墟
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
〉
を
最
大
限
に
活
か
し

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
さ
れ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
空
間
」
と
し
て
、
文
化
芸
術

活
動
の
利
用
に
供
さ
れ
て
い
る（
（4
（

。
し
か
し
、
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
等
で

こ
の
造
船
所
跡
地
を
訪
れ
る
人
々
の
多
く
は
、
か
つ
て
そ
こ
で
総
計

八
〇
三
人
（
一
九
四
二
―
一
九
四
五
年
）
の
徴
用
工
と
一
一
〇
人
の

連
合
国
軍
捕
虜
が
就
労
し
た
過
去
を
知
ら
な
い（
（5
（

。
人
が
こ
の
過
去
の

現
実
と
対
峙
す
る
と
き
、
造
船
所
跡
地
の
空
間
は
異
な
る
相
貌
を
現

し
、
現
実
認
識
は
変
容
を
迫
ら
れ
る
。
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン

が
指
摘
す
る
よ
う
に
、「
文
化
財( K

ulturgüter)

」
と
は
現
在
の

支
配
者
が
過
去
か
ら
継
承
す
る
戦
利
品
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
文
化

財
」
は
過
去
の
被
支
配
者
た
ち
に
よ
る
「
言
い
知
れ
ぬ
苦
役
」
を
動
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員
し
て
作
ら
れ
た
が
故
に
、「
そ
れ
が
文
化
の
記
録
で
あ
る
こ
と
は
、

そ
れ
が
同
時
に
野
蛮
の
記
録
で
も
あ
る
こ
と
な
し
に
は
決
し
て
あ
り

え
な
い（
（5
（

」。
歴
史
的
探
究
は
、「
文
化
財
」
の
過
去
に
秘
匿
さ
れ
た
こ

の
よ
う
な
「
野
蛮
の
記
録
」
を
暴
き
出
す
。
そ
し
て
、
過
去
の
被
支

配
者
た
ち
の
声
を
す
く
い
上
げ
る
こ
と
で
、
過
去
と
現
在
の
関
係
を

構
造
化
し
た
既
存
の
支
配
的
な
布
置( K

onstellation)

を
変
動
さ

せ
、
新
し
い
現
実
認
識
に
基
づ
い
た
別
様
の
未
来
を
思
い
描
く
余
地

を
生
み
出
す
の
で
あ
る
。
一
三
時
四
五
分
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は

北
加
賀
屋
公
園
で
終
了
し
、
そ
の
後
名
村
造
船
所
跡
地
で
開
催
さ
れ

た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
同
日
夜
一
九
時
過
ぎ
ま
で
続
い
た
。

お
わ
り
に

　
本
稿
は
そ
れ
自
体
が
過
去
に
行
わ
れ
た
歴
史
実
践
の
一
つ
の
記

録
と
い
う
性
格
を
も
つ
。
既
述
の
と
お
り
、
歴
史
実
践(historical 

practice)

に
は
、
過
去
の
記
録
史
料
に
依
拠
し
て
、
行
為
遂
行
的

に
現
在
の
現
実
認
識
を
変
容
さ
せ
る
働
き
が
あ
る（
（5
（

。
本
稿
が
叙
述
し

た
大
阪
港
湾
地
域
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
、
写
真
・
地
図
等
の

記
録
史
料
を
手
が
か
り
と
し
て
、
特
定
の
場
所
に
関
係
す
る
現
実
認

識
を
撹
乱
・
更
新
・
再
編
す
る
試
み
で
あ
っ
た
。
従
来
の
記
憶
論
・

歴
史
認
識
論
の
多
く
は
、
記
念
碑
や
遺
構
、
展
示
施
設
等
、
現
在
知

覚
可
能
な
過
去
の
痕
跡
に
注
目
し
て
き
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
本
稿

は
む
し
ろ
こ
う
し
た
痕
跡
の
不
在
状
況
に
着
目
し
、
記
録
史
料
を
知

覚
の
埒
外
か
ら
挿
入
さ
れ
る
「
不
在
の
痕
跡
」
と
し
て
位
置
づ
け
、

そ
の
意
味
と
機
能
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
こ
う
し
て
歴
史
的
探
究
を

文
書
館
の
外
へ
と
拡
張
し
、
路
上
の
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
に
接
続
す

る
と
き
、
歴
史
学
は
過
去
を
対
象
と
す
る
分
析
的
営
為
を
超
え
て
、

開
か
れ
た
未
来
へ
向
け
た
実
践
的
な
構
想
力
を
獲
得
す
る
。
歴
史
学

の
社
会
的
意
義
は
、
現
代
社
会
の
諸
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
教
訓

を
引
き
出
す
た
め
に
、
過
去
の
類
似
し
た
前
例
か
ら
学
ぶ
、
と
い
っ

た
実
利
的
効
用
に
限
定
さ
れ
な
い
。
あ
る
事
象
の
過
去
に
つ
い
て
知

る
こ
と
は
、
そ
の
事
象
に
関
す
る
現
在
の
理
解
に
影
響
を
及
ぼ
す
。

過
去
に
つ
い
て
知
る
こ
と
は
、
現
在
に
対
す
る
我
々
の
認
識
を
否
応

な
く
変
容
さ
せ
、
新
た
な
現
実
認
識
は
別
様
の
未
来
を
構
想
す
る
端

緒
と
な
る
の
で
あ
る
。
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「クブングヮー」の過去と現在（大阪市大正区北村付近） 
上：1968 年 出典：『朝日新聞』1968 年 7 月 15 日。 

下：2018 年 出典：筆者撮影、2018 年 1 月。 

　　　　　「クブングヮー」の過去と現在（大阪市大正区北村付近）
　　　　　　上：1968 年　出典：『朝日新聞』1968 年 7月 15 日。
　　　　　　下：2018 年　出典：筆者撮影、2018 年 1 月。
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（
第
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巻
第
二
号
）

註（１
）
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク「
記
録
・
痕
跡
・
記
憶
」（
進
行
：
藤
井

光
・
牧
田
義
也
）、
二
〇
一
八
年
二
月
三
日
。
関
連
企
画P

roject 
Intersection

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ「Intersection I

：
地
域
・
歴
史
・

ア
ー
ト
の
狭
間
で
」（
藤
井
光
・
原
田
裕
規
・
飯
山
由
貴
・
上
崎
千
／

実
行
委
員
会
：
牧
田
義
也
・
小
森
真
樹
／
主
催
：N

etw
ork Trans-

Section; 

立
命
館
大
学
政
策
科
学
部
牧
田
ゼ
ミ
）、
同
日
開
催
。

（
２
）『
朝
日
新
聞
』
一
九
六
八
年
七
月
一
五
日
。

（
３
）
大
阪
市
民
生
局『
大
阪
市
民
生
事
業
概
要
』
大
阪
市
民
生
局
、

一
九
六
五
年
、
六
七
頁
。

（
４
）G

abrielle M
. Spiegel, “Introduction” in P

racticing 
H

istory: N
ew

 D
irections in H

istorical W
riting after the 

Linguistic Turn , ed. Spiegel (N
ew

 York, N
Y: R

outledge, 
2005), 2.

（
５
）R

ichard M
. R

orty, ed., T
he Linguistic T

urn: E
ssays 

in P
hilosophical M

ethod (C
hicago, IL: U

niversity of 
C

hicago Press, 1992[1967]). 

た
だ
し
、
言
語
論
的
転
回
は
均

一
な
思
想
潮
流
で
は
な
く
、
英
語
圏
に
限
定
し
て
も
多
様
な
研
究
動

向
を
内
包
し
た
こ
と
に
留
意
し
た
い
。Judith Surkis, “W

hen 
W

as the Linguistic Turn? A
 G

enealogy,” 700-722; G
ary 

W
ilder, “From

 O
ptic to Topic: The Foreclosure E

ffect of 
H

istoriographic Turns,” 723-745; and Jam
es W

. C
ook, 

“The K
ids A

re A
ll R

ight: O
n the ‘Turning’ of C

ultural 
H

istory,” 746-771, all in A
H

R
 Forum

: H
istoriographic 

“Turns” in C
ritical Perspective, A

m
erican H

istorical 
R

eview
 117, no.3 (June 2012). 

日
本
に
お
け
る
言
語
論
的
転
回

を
め
ぐ
る
議
論
は
以
下
を
参
照
：
長
谷
川
貴
彦『
現
代
歴
史
学
へ
の
展

望
：
言
語
論
的
転
回
を
超
え
て
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
六
年; 

岡
本
充

弘
・
鹿
島
徹
・
長
谷
川
貴
彦
・
渡
辺
賢
一
郎
編『
歴
史
を
射
つ
：
言
語
論

的
転
回
・
文
化
史
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
ヒ
ス
ト
リ
ー
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ヒ
ス
ト

リ
ー
』御
茶
の
水
書
房
、二
〇
一
五
年; 

岡
本
充
弘『
開
か
れ
た
歴
史
へ
：

脱
構
築
の
か
な
た
に
あ
る
も
の
』
御
茶
の
水
書
房
、
二
〇
一
三
年
。

（
６
）Q

uotation from
 F. R

. A
nkersm

it, “R
eply to Professor 

Zagorin,” H
istory and Theory  29, no.3 (O

ctober 1990): 
281.

括
弧
内
引
用
者
。See also A

nkersm
it, “H

istoriography 
and Postm

odernism
,” H

istory and Theory  28, no. 

2 (M
ay 

1989): 137-153, esp. 143; G
abrielle M

. Spiegel, “H
istory, 

H
istoricism

, and the Social Logic of the Text in the 
M

iddle Ages,” Speculum
 65, no.1 (January 1990): 59-86.

（
７
）H

ayden
 W

h
ite, M

etah
istory: T

h
e H

istorical 
Im

agination in N
ineteenth-C

entury E
urope (B

altim
ore, 

M
D

: Johns H
opkins U

niversity Press, 1973), ix.

（
８
）H

ayden W
hite, T

he P
ractical P

ast  (E
vanston: 

N
orthw

estern U
niversity Press, 2014). 

歴
史
＝
物
語
論
に
つ

い
て
以
下
も
参
照
：
鹿
島
徹『
可
能
性
と
し
て
の
歴
史
：
越
境
す
る
物

語
り
理
論
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
六
年; 

貫
成
人『
歴
史
の
哲
学
：
物

語
を
超
え
て
』
勁
草
書
房
、
二
〇
一
〇
年
。

（
９
）Spiegel, “Introduction” in Practicing H

istory , 1-32; 

長
谷

川『
現
代
歴
史
学
へ
の
展
望
』
九
九
―
一
二
七
頁
。

（
10
）H

ayden
 W

h
ite, “H

istorical E
m

plotm
en

t an
d 

the P
roblem

 of T
ruth,” in P

robing the L
im

its of 
R

epresentation: N
azism

 and the “Final Solution,” ed. 
Saul Friedlander (C

am
bridge, M

A
: H

arvard U
niversity 

Press, 1992), 37.
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（
11
）C

arlo G
inzburg, “Just O

ne W
itness,” in Probing the 

Lim
its of R

epresentation,  ed. Friedlander, 93. 

た
だ
し
、
ギ

ン
ズ
ブ
ル
グ
に
よ
る
批
判
と
ホ
ワ
イ
ト
の
論
点
は
必
ず
し
も
か
み

合
っ
て
い
な
い
。
上
村
忠
男『
歴
史
家
と
母
た
ち
：
カ
ル
ロ
・
ギ
ン
ズ

ブ
ル
グ
論
』
未
來
社
、
一
九
九
四
年
、
一
五
六
―
二
三
〇
頁
。

（
12
）G

inzburg, T
hreads and T

races: T
rue False Fictive 

(B
erkeley, C

A
: U

niversity of California Press, 2012), 2.

（
13
）G

inzburg, “Checking the Evidence: The Judge and the 
H

istorian,” C
ritical Inquiry 18 (Autum

n 1991): 84.

（
14
）G

inzburg, H
istory, R

hetoric, and Proof: The M
enahem

 
S

tern Jerusalem
 L

ectures  (H
anover, N

H
: B

randeis 
U

niversity Press/H
istorical Society of Israel, 1999), 25.

（
15
）G

inzburg, “Checking the Evidence,” 84-85.

（
16
）G

inzburg, T
he Judge and the H

istorian: M
arginal 

N
otes on a L

ate-T
w

entieth-C
entury M

iscarriage of 
Justice , trans. A

ntony Shugaar (N
ew

 York, N
Y: V

erso, 
1999), 18. See also G

inzburg, Threads and Traces , 57.

（
17
）G

inzburg, “M
orelli, Freud and Sherlock H

olm
es: Clues 

and Scientific M
ethod,” trans. A

nna D
avin, H

istory 
W

orkshop Journal  9, Issue1 (1 M
arch 1980): 5-36.

（
18
）G

inzburg, S
purensicherungen: über verborgene 

G
eschichte, K

unst, und soziales G
edächtnis,  trans. K

arl 
Friedrich H

auber (M
ünchen: D

eutscher Taschenbuch 
V

erlag, 1988).

（
19
）O

xford E
nglish D

ictionary,  3rd ed. (2012).

（
20
）
大
阪
沖
縄
県
人
連
合
会『
雄
飛
―
大
阪
の
沖
縄
』
大
阪
沖
縄
県
人
連

合
会
、
一
九
八
七
年
、
四
七
頁
。

（
21
）
水
内
俊
雄「
大
阪
市
大
正
区
に
お
け
る
沖
縄
出
身
者
集
住
地
域
の『
ス

ラ
ム
』
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
」『
空
間
・
社
会
・
地
理
思
想
』
六
号（
二
〇
〇
一

年
）：
二
六
頁
。
大
阪
の
沖
縄
出
身
者
そ
の
他
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
歴
史

に
つ
い
て
は
以
下
も
参
照
：
水
内「
大
阪
に
お
け
る
都
市
空
間
の
生

産
と
場
所
の
政
治
化
：『
公
都
』・『
民
都
』
の
政
治
地
理
」
佐
藤
卓
己

編『
歴
史
の
ゆ
ら
ぎ
と
再
編
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
五
年
、
二
〇
三

―
二
三
八
頁; 

水
内「
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
／
周
縁
か
ら
み
た
戦
後
大
阪
の

空
間
と
社
会
」『
日
本
都
市
社
会
学
年
報
』
二
三
号（
二
〇
〇
五
年
）：

三
二
―
五
六
頁; 

岸
政
彦「
自
己
言
及
と
差
別
：
高
度
成
長
期
に
お
け
る

沖
縄
人
の
本
土
移
動
体
験
」『
人
権
問
題
研
究
』
一
号（
二
〇
〇
一
年
）：

一
三
五-

一
五
三
頁
。「
沖
縄
人
」「
沖
縄
県
人
」
の
歴
史
的
形
成
に

つ
い
て
は
、
坂
下
雅
一『「
沖
縄
県
民
」
の
起
源
：
戦
後
沖
縄
型
ナ
シ
ョ

ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
生
成
過
程
、
一
九
四
五
―
一
九
五
六
』

有
信
堂
高
文
社
、
二
〇
一
七
年; 

安
井
大
輔『
沖
縄
ら
し
さ
の
社
会
学
：

多
文
化
接
触
領
域
の
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
』
晃
洋
書
房
、
二
〇
一
七
年
。

（
22
）
大
阪
市
民
生
局『
大
阪
市
民
生
事
業
概
要
』
大
阪
市
民
生
局
、

一
九
六
五
年
、
六
七
頁
。

（
23
）
大
阪
市
民
生
局
社
会
課
・
大
阪
市
立
大
学
・
社
会
調
査
研
究
会

『
大
阪
市
環
境
改
善
地
区
総
合
実
態
調
査
報
告
書
』
大
阪
民
生
局
、

一
九
六
八
年
、
七
七
―
七
八
頁
。

（
24
）
水
内「
大
阪
市
大
正
区
に
お
け
る
沖
縄
出
身
者
集
住
地
域
の『
ス
ラ

ム
』
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
」、
二
九
―
三
四
頁
。

（
25
）『
朝
日
新
聞
』
大
阪
版
夕
刊
、
一
九
六
九
年
一
二
月
一
一
日
。

（
26
）
日
本
住
宅
公
団
大
阪
支
所『
千
島
公
園
住
区
計
画
』
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、

一
九
七
一
年
、
大
阪
市
立
中
央
図
書
館
蔵
。

（
27
）
大
正
区
沖
縄
県
人
会『
大
正
区
沖
縄
県
人
会
結
成
五
十
周
年
記
念
誌
』

大
正
区
沖
縄
県
人
会
、
一
九
八
七
年
、
七
〇
頁
。
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（
28
）T

he C
ollected P

apers of C
harles S

anders P
eirce 

(hereafter cited as C
ollected P

apers ), ed. C
harles 

H
artshorne and Paul W

eiss (C
am

bridge, M
A

: H
arvard 

U
niversity Press, 1931-1958), 2.274-2.301.

（
29
）C

ollected Papers , 2.304.

（
30
）C

ollected Papers , 2.307.

（
31
）C

ollected Papers , 2.293.

（
32
）C

ollected Papers , 2.302.

（
33
）C

ollected Papers , 2.303.

（
34
）
過
去
の
経
験
と
経
験
性( experientiality)

に
基
づ
く
過
去
へ
の

接
近
の
困
難
に
つ
い
て
は
、K

alle Pihlainen, “The E
ternal 

R
eturn of R

eality: on C
onstructivism

 and C
urrent 

H
istorical D

esires,” Storia della Storiografia 65, no.1 
(2014): 103-115. See also Pihlainen, “W

hat if the past 
w

ere accessible after all?” R
ethinking H

istory  16, no.3 
(Septem

ber 2012): 323-339.

（
35
）H

enri B
ergson, M

atière et m
ém

oire: E
ssai sur la 

relation du corps á l’esprit  (Paris: Q
uadrige/Presses 

U
niversitaires de France, 1939), 30.

（
36
）B

ergson, M
atière et m

ém
oire , 30.

（
37
）B

ergson, M
atière et m

ém
oire , 30-31, quotation from

 
167.

（
38
）『
朝
日
新
聞
』
二
〇
〇
〇
年
九
月
二
二
日
、
二
〇
〇
五
年
一
二
月

二
四
日
。
真
鍋
一
弘「
大
阪
市
大
正
区
に
お
け
る
沖
縄
関
連
店
舗
の
立

地
展
開
」『
立
命
館
地
理
学
』一
七
号 (

二
〇
〇
五
年): 

八
七
―
九
九
頁
。

See also E
ric H

obsbaw
m

 and Terence R
anger, eds., The 

Invention of Tradition  (N
ew

 York: Cam
bridge U

niversity 

Press, 1983).

（
39
）
大
阪
・
中
国
人
強
制
連
行
を
掘
り
起
こ
す
会
編『
大
阪
と
中
国
人
強

制
連
行
』
大
阪
・
中
国
人
強
制
連
行
を
掘
り
起
こ
す
会
、
一
九
九
九
年
、

一
五
四
―
一
五
五
頁
。

（
40
）
崔
碩
義『
在
日
の
原
風
景
：
歴
史
・
文
化
・
人
』
明
石
書
店
、

二
〇
〇
四
年
、
一
三
頁
。

（
41
）
大
阪
市
社
会
部
労
働
課『
大
阪
市
住
宅
年
報（
昭
和
八
年
版
）』
大
阪

市
社
会
部
報
告
一
八
六
号
、
一
九
三
五
年
、
一
八
頁
。
た
だ
し
、「
馬

小
屋
」
が
あ
っ
た「
小
林
町
及
船
町
の
バ
ラ
ツ
ク
は
一
部
落
を
形
成
し

一
家
族
三
、四
人
の
も
の
が
四
畳
半
二
室
位
の
所
に
比
較
的
余
裕
あ
る

生
活
を
営
み
半
永
久
的
の
も
の
」
と
い
う
記
述
も
あ
る
。
大
阪
市
社

会
部
調
査
課『
バ
ラ
ツ
ク
居
住
朝
鮮
人
の
労
働
と
生
活
』
大
阪
市
社
会

部
報
告
五
一
号
、
一
九
二
七
年
、
七
頁
。

（
42
）
崔『
在
日
の
原
風
景
』、
二
一
頁
。

（
43
）
近
代
化
産
業
遺
産（
名
村
造
船
所
大
阪
工
場
跡
地
）
を
未
来
に
活

か
す
地
域
活
性
化
実
行
委
員
会『
北
加
賀
屋
レ
ポ
ー
ト
：
北
加
賀
屋
の

い
ま
む
か
し
』
同
実
行
委
員
会
、
二
〇
一
〇
年; 

「
北
加
賀
屋
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
・
ビ
レ
ッ
ジ
構
想
」
お
お
さ
か
創
造
千
島
財
団
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
、
二
〇
一
三
年; 

「
北
加
賀
屋
ア
ー
ト
マ
ッ
プ
：K

itakagaya 
Chaos

」
お
お
さ
か
創
造
千
島
財
団
、パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、二
〇
一
八
年
。

（
44
）『
毎
日
新
聞
』
大
阪
版
、
二
〇
一
八
年
四
月
一
五
日
。

（
45
）
杉
山
和
雄「
川
筋
の
造
船
屋
：
名
村
源
之
助
翁
の
足
跡
」
関
西
造
船

協
会『
航
跡
：
船
匠
た
ち
か
ら
次
代
へ
の
伝
言
』
関
西
造
船
協
会
創
立

九
〇
周
年
記
念
誌
、
二
〇
〇
二
年
、
三
七
頁
。

（
46
）
小
野
十
三
郎「
猿
の
こ
し
か
け
」『
小
野
十
三
郎
著
作
集
』
三
巻
、

筑
摩
書
房
、
一
九
九
一
年
、
一
一
九
頁
。

（
47
）
小
野「
奇
妙
な
本
棚
」『
小
野
十
三
郎
著
作
集
』
三
巻
、
九
五
頁
。
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（
48
）
朴
聖
沢「
過
去
へ
の
真
の
反
省
を
：
大
阪
名
村
造
船
」
朝
鮮
人
強
制

連
行
真
相
調
査
団
編『
朝
鮮
人
強
制
連
行
の
記
録
：
中
部
・
東
海
編
』

柏
書
房
、
一
九
九
七
年
、
二
九
一
―
二
九
三
頁
。

（
49
）『
北
加
賀
屋
レ
ポ
ー
ト
』、
八
―
一
〇
頁
。

（
50
）
名
村
造
船
所
百
年
史
編
集
委
員
会『
名
村
造
船
所
百
年
史
』
凸
版
印

刷
、
二
〇
一
二
年
、
六
八
頁
。

（
51
）W

alter B
enjam

in, “Ü
ber den B

egriff der G
eschichte,” 

B
enjam

ins H
andexem

plar, in vol.19 of W
erke und 

N
achlaß: K

ritische G
esam

tausgabe (B
erlin: Suhrkam

p 
V

erlag, 2010), 34.

（
52
）
こ
の
点
で
、
本
稿
に
お
け
る「
歴
史
実
践
」
の
意
味
内
容
は
、
他
の

定
義
と
比
較
し
て
よ
り
限
定
的
で
あ
る
。
た
と
え
ば
以
下
を
参
照
：

保
苅
実『
ラ
デ
ィ
カ
ル
・
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
：
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
先
住
民
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
歴
史
実
践
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
八
年
、

五
五
頁; 

歴
史
学
研
究
会
編『
第
四
次
現
代
歴
史
学
の
成
果
と
課
題
：

第
三
巻
歴
史
実
践
の
現
在
』
績
文
堂
出
版
、
二
〇
一
七
年
、
vi
頁
。

（
立
命
館
大
学
政
策
科
学
部
助
教
）
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At the Intersection of the Past and Present: History and Historical 
Practice on the Street 

 
MAKITA, Yoshiya

 
This essay examines the intersection of the past and present in urban 

landscapes through a methodological inquiry of historical practice at street 
corners in Osaka, Japan. In the first half of the twentieth century, the rise 
and fall of the Japanese empire facilitated the transnational movement of 
people from in and outside of its overseas territories. The city of Osaka, one 
of the major industrial centers in modern Japan, attracted a large force of 
common laborers from the outskirts of the empire. After the collapse of the 
empire, part of these laborers settled down in the city, maintaining their 
ethnic and other ties with their hometowns and thus making the city as 
a hub of their transnational networks. The long-lasting influx of various 
groups of people with diverse backgrounds gradually eroded the cityscapes 
of Osaka, continuously shaping and reshaping the social structure of the 
city up to the present time. The urban landscapes of Osaka have hence 
come to represent the cultural hybridity with multiple historical layers of 
ethnic and other minority groups. 

Drawing upon experimental fieldwork conducted in the port districts 
of Osaka in 2018, this essay inquires into the ways in which these multiple 
layers of the historical past could exert influence over the present percep-
tion of the urban landscapes. The multicultural past sets the basic contours 
of urban space at the structural level. With ostentatious signs of ethnic en-
claves, ethnic tourism has developed in some areas. But past experiences of 
these minority groups, especially their struggles with economic exploitation 
and racial discrimination, have often become invisible in the cityscapes. 
Massive waves of urban renewal erased the traces of the past at various 
localities in the post Second World War era. In the absence of visible trac-
es of the past in the current landscapes, historical records and documents 
could provide critical clues to restore past memories in the present percep-
tion. By focusing on the interfusion of memory and perception through the 
use of historical sources, this essay illustrates the genesis of new reality at 
the intersection of the past and present.
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